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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調用の供給ダクトと収納ビンとの合体システムであって、
　前記供給ダクトから空調空気を受け入れるインレットと、
　該インレットに連通し、前記空調空気を乗客キャビン内に送り込むアウトレットとを備
えている少なくとも１つの支持ダクトと、
　前記少なくとも１つの支持ダクトに取り付けられて支持されている手荷物収納用の収納
ビンと、を含み、
　前記収納ビンは、前記少なくとも1つの支持ダクト以外の前記乗客キャビンの内壁また
は支持構造物に直接装着することがないようにすべく、前記少なくとも1つの支持ダクト
が該収納ビンの背後を迂回し、その先端部の前記アウトレットが該収納ビンの下方にまで
延びることにより、
　該収納ビンは、前記少なくとも1つの支持ダクトによってのみ支持されてその状態が維
持され、
　さらに、前記収納ビンは、該収納ビンのドアが、前記支持ダクトが延びる方向に対して
交差するように、前記供給ダクトの軸線方向に延びていることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　協調的に収納ビンを支持できるように、該収納ビンの各端部近辺に配置された支持ダク
トをさらに含んでいることを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項３】
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　インレットは、ネックを含んでおり、
　アウトレットは、収納ビンを据え付けて支持させる表面を提供する扇形状であることを
特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項４】
　アウトレットは、インレットよりも大きなサイズであることを特徴とする請求項１記載
のシステム。
【請求項５】
　収納ビンを少なくとも１つの支持ダクトに取り付けるブラケットをさらに含んでいるこ
とを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項６】
　前記の少なくとも１つの支持ダクトは、収納ビンの輪郭に合わせた湾曲形状を備えてい
ることを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項７】
　前記の少なくとも１つの支持ダクトは、乗物の内壁またはフレームに取り付けられるこ
とを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項８】
　複数の支持ダクトと収納ビンとをさらに含んでおり、該複数の支持ダクトのそれぞれの
インレットは、隣接する収納ビン同士の接合部に配置されていることを特徴とする請求項
１記載のシステム。
【請求項９】
　アウトレットを航空機キャビンの内壁に支持させるブラケットをさらに含んでいること
を特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項１０】
　空調用の供給ダクトと複数の収納ビンとの合体システムであって、
　空調空気を供給するための供給ダクトと、
　前記供給ダクトから枝分かれしている複数の支持ダクトと、を含んでおり、
　該複数の支持ダクトのそれぞれは、前記供給ダクトから空調空気を受け入れるインレッ
トと、前記空調空気を乗客キャビン内に送り込むアウトレットとを備えており、
　前記複数の収納ビンは、前記複数の支持ダクトに取り付けられて支持されており、
　前記複数の収納ビンは、前記複数の支持ダクト以外の前記乗客キャビンの内壁または支
持構造物に直接装着することがないようにすべく、前記複数の支持ダクトが該複数の収納
ビンの背後を迂回し、その先端部の前記アウトレットが該収納ビンの下方にまで延びるこ
とにより、
　該複数の収納ビンは、前記複数の支持ダクトによってのみ支持されてその状態が維持さ
れ、
　さらに、前記複数の収納ビンは、該収納ビンのドアが、前記支持ダクトが延びる方向に
対して交差するように、前記供給ダクトの軸線方向に延びていることを特徴とするシステ
ム。
【請求項１１】
　それぞれの支持ダクトのインレットは、隣接する２体の収納ビン間の接合部に配置され
ていることを特徴とする請求項１０記載のシステム。
【請求項１２】
　複数の支持ダクトのそれぞれは、複数の収納ビンの輪郭に合わせた湾曲形状に形成され
ていることを特徴とする請求項１０記載のシステム。
【請求項１３】
　航空機キャビンの内壁にアウトレットを支持させるブラケットをさらに含んでいること
を特徴とする請求項１０記載のシステム。
【請求項１４】
　隣接する支持ダクトが相互接続されるブラケットをさらに含んでいることを特徴とする
請求項１０記載のシステム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に航空機重量軽減構造と、手荷物収納スペースの増大に関する。特に
、空調（換気）システムと、頭上手荷物収納棚構造物（以降“収納ビン”と称する。）シ
ステムとの組み合わせ（合体）システムに関する。
【０００２】
　この空調システムは、収納ビンの支持構造をも提供し、重量を軽減し、収納ビンの収容
能力を増大し、設置を容易にする。
【背景技術】
【０００３】
（関連出願）
　航空機（旅客機）の客室（キャビン）設計者は、航空機重量の軽減方法を求めており、
同時に、乗客（搭乗客）数並びに手荷物収納能力を最大限化することを求めている。搭乗
客によってキャビンに持ち込まれる手荷物や他の物品は、典型的には、座席の下に収納、
及び／又は座席の上方の頭上収納ビン内に一時保管される。
【０００４】
　備品、毛布、枕、医療品のごとき他の搭乗客用物品その他もまた航空機の居住スペース
を広く確保するために、一般的には、頭上収納ビン内に収納される。頭上収納ビンに加え
て酸素供給装置、客室空調装置、照明装置、通信装置および添乗員コール管理システム等
のシステムや管理装置も航空機の天井に沿って配置されている。
【０００５】
　本発明の対象は、この空調システムと頭上収納ビンに関する。
【０００６】
　典型的には、空調システムは、航空機その他の乗物のキャビン全体に空調された空気（
すなわち加圧空気、加熱空気または冷却空気）（以降“空調空気”と称する。）を供給す
る。
【０００７】
　典型的な従来設計では、航空機の長手方向に延びる供給ダクトを含み、設定位置でキャ
ビン内に空気を送り込むように横方向の枝状ダクトに空調空気を供給する。空調システム
は、キャビンの床または頭上に沿って配置される。従来の空調システムは、ダクトを隣接
する収納ビン間の接合面から離して配置しており、収納ビンの背後に広い空隙を必要とし
、利用すれば収納ビンを拡張してさらに収納スペースを広げることが可能な貴重な空間を
占領している。加えて、そして最も重要なことには、収納ビンの接合面と離したダクトの
配置のために、従来の空調システムと収納ビンシステムは、それぞれ独立的に航空機内壁
面または航空機フレームに取り付けられており、設置を複雑にし、材料を増加させ、よっ
て重量を増加させている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の目的は、組み合わされた空調と、収納ビンとの組み合わせシステム（
すなわち空調と収納ビンとの合体システム）の提供であり、その空調システムに収納ビン
システムの構造を補強させ、よって全体重量を軽減させ、収納ビンの収納力を増加させる
ことにある。
【０００９】
　本発明のさらなる目的は、さらに収納ビンの収納力を増加すべく空調ダクトの位置を収
納ビンおよび隣接する収納ビン同士の接合面との関係で最良化した空調と収納ビンとの合
体システムの提供である。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　本発明の一態様によれば、本発明は、別システムの補強構造体として現存システムを活
用することで重量軽減を図る。
【００１１】
　本発明の別の態様によれば、本発明は、空調と収納ビンとの合体システムを提供する。
【００１２】
　本発明の別の態様によれば、本発明は、従来の別々に設置されている空調システムと手
荷物収納ビンシステムよりも軽量化および構造簡素化されている空調と収納ビンとの合体
システムを提供する。
【００１３】
　さらに別の態様によれば、本発明は、収納ビンシステムの支持構造体として空調システ
ムを活用する。
【００１４】
　さらに別の態様によれば、本発明は、スペースが拡張された収納ビンを提供する。
【００１５】
　さらに別の態様によれば、本発明は、収納ビンの収納性を高めるため頭上収納ビンに対
する空調ダクトの位置を最善化する。
【００１６】
　本発明の上述およびその他の態様並びに利点を達成するため、さらにはここで例示され
、概論として解説されている本発明の目的に従って、本発明は、空調システムが収納ビン
システムの支持構造体として機能する空調と収納ビンとの合体システムを提供する。本発
明の１実施態様においては、空調と収納ビンとの合体システムは、供給ダクトから空調空
気を受領するインレットと、キャビンに空気を送り込むアウトレットとを備えた少なくと
も１つの支持ダクトと、その少なくとも１つの支持ダクトに取り付けられて支持される手
荷物収納用の収納ビンとを含む。
【００１７】
　本発明の別の実施態様では、このシステムは、収納ビンを協調的に支持するように収納
ビンのそれぞれの端部周辺に位置する支持ダクト（好適には、航空機あるいは他の乗物の
キャビン内部の頭上部分に沿って位置する複数の収納ビンを支持するための複数の支持ダ
クト）を含む。それぞれのダクトは、収納ビンの据え付け並びに支持のための表面を提供
する扇型アウトレットを備えている。好適には、アウトレットは、インレットよりも大き
く、それぞれの収納ビンの輪郭に合わせた湾曲形状を有する。このシステムは、さらに収
納ビンをダクトに取り付けるためのブラケットと、ダクトのアウトレットを航空機の内壁
に保持させるブラケットとを含む。
【００１８】
　支持ダクトは、航空機の内壁あるいは航空機のフレームに固定される。これらダクトに
よる収納ビンの取り付け並びに支持によって、収納ビンを航空機のフレームに個別に取り
付ける必要性が軽減される。それぞれのダクトは、収納ビンの収容力を最大化するように
ダクトの位置を最良化すべく隣接収納ビン同士の接合部に配置されるインレットを備えて
いる。それぞれの収納ビンは、収納ビンの内部にアクセスを提供するドアあるいは他の構
造物を含む。
【００１９】
　本発明の別の実施態様では、本発明は、空調空気を提供する供給ダクトと、設定位置に
て供給ダクトから枝分かれした複数の支持ダクト（それぞれの支持ダクトは、供給ダクト
から空調空気を受け取るためのインレットと、空調空気をキャビン内に方向付けるアウト
レットとを有する）と、それら複数の支持ダクトに取り付けられて支持されている複数の
収納ビンとを含んだ空調と収納ビンとの合体システムを提供する。各支持ダクトのインレ
ットは、好適には隣接する収納ビン間に配置され、支持ダクトは、複数の収納ビンの輪郭
に合わせて湾曲形状を備えており、収納ビンの背後でダクトに必要とされるスペースを減
少させる。このシステムは、航空機キャビン内壁でアウトレットを支持するブラケットと
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、複数の支持ダクトの隣接している支持ダクトに収納ビンを取り付けるためのブラケット
とをさらに含むことができる。
【００２０】
　本発明のさらなる特徴と利点は、以下において詳細に解説する。専門家であればここで
解説する本発明の説明あるいはその実施によってそれらを容易に理解できよう。上述の一
般的な説明および以下の詳細な説明は、本発明の様々な実施態様を説明するが、それらは
本発明の概要および特徴の説明のためである。添付図面は、本発明の理解をさらに助ける
ものであり、明細書の一部である。
【００２１】
　本発明のそれらおよび他の特徴、形態および利点は、以下の詳細な説明を添付の図面を
参照しながら読むことで理解できよう。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の一実施例に従った空調と収納ビンとの合体システムの一部の前
方斜視図である。
【図２】図２は、収納ビンシステムが取り外されている状態の図１に示した空調システム
の前方斜視図である。
【図３】図３は、図２に示した空調システムの後方斜視図である。
【図４】図４は、図２に示した空調システムの正面図である。
【図５】図５は、図２に示した空調システムの平面図である。
【図６】図６は、図２に示した空調システムの一部の側面図であり、取付箇所を図示する
。
【図７】図７は、図１に示した空調と収納ビンとの合体システムで使用するように設計さ
れている収納ビンの断面図である。
【図８】図８は、従来技術による収納ビンの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
【実施例】
【００２４】
　本発明の例示的実施例を、図示する添付図面を利用して本発明の以下において詳細に説
明する。
【００２５】
　しかしながら、本発明は、他の多くの異なる形態においても実施が可能であり、ここで
記載されている実施例には限定されない。これら例示的実施例は、明細書の開示を補完し
、本発明の範囲を明確にするように提供されたものであり、さらに当業技術者に本発明を
実施させるよう十分に詳細に記載されている。なお、同一参照番号は、同一あるいは類似
部材を示す。
【００２６】
　図１に示す空調と収納ビンとの合体システム２０は、収納ビン２４のドア２２を有して
いる。このドア２２は、裏側の空調システムの詳細を示す目的で透明にしてある。
【００２７】
　ここで、収納ビン２４とは、空調システムにより部分的に支持される構造を備えた任意
タイプの収納ビンを含む概念であり、旅客備品収納装置、収納ビンまたは収納スペースを
備えた容器を一般的に解説するものである。よって乗物内の特定タイプあるいは特定形状
の収納ビンに限定されない。
【００２８】
　さらに本システムは、旅客機キャビン内で搭乗客の頭上で利用するものとして解説され
ているが、本システムは、どのような乗物においても、また頭上と同様に足元でも利用で
きる。さらに図示する収納ビンは、収容物の出し入れのためのドア２２を有している。こ
のドア２２は、図１に示すように、図の縦方向に延びる支持ダクト２に対して交差するよ
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うに、図２で示す供給ダクト２８の軸線方向（横方向）に延びている。
 
【００２９】
　図１と図２で示す空調と収納ビンとの合体システムは、設定位置にて供給ダクト２８か
ら枝分かれする少なくとも１つの支持ダクト２６を含む。
【００３０】
　支持ダクト２８は、供給ダクトからの設定位置で枝分かれする少なくとも１つの支持ダ
クト２６に空調空気あるいは非空調空気を供給源から供給するように機能する。一実施例
では、供給ダクトは、航空機の天井に沿って縦方向に延び、支持ダクト２６は、供給ダク
トから横方向に枝分かれする。供給ダクトは、大きな空調システムの部材でよい。各支持
ダクト２６は、供給ダクトから空調空気あるいは非空調空気を受領するインレット３０と
、キャビン内に空気を送り込むアウトレット３２とを有する。
【００３１】
　アウトレット３２は、好適には、インレット３０よりも大きな開口部を有しており、送
風力を弱め、キャビンに均等な空気を配分する。言い換えると、インレット３０は、供給
ダクト２８に沿って一定距離の間隔で配置され、各アウトレット３２は、このシステムの
長手方向に連続的アウトレットを提供する形状で延びており、キャビン内に空気を均等に
配分する。
【００３２】
　この実施例では、各インレット３０は、ネック３４を備えており、各アウトレットは、
扇型部分３６を備えている。繋部３８は、支持ダクト２６間に提供され、支持ダクト間を
接続し、ダクト接合部を支持し、取り付けられた収納ビンを支持する。繋部３８は、支持
ダクトの延長部分でもよい。支持ダクト２６は、関連する収納ビンの輪郭に沿った湾曲形
状部を有し、支持ダクトが収納ビンと航空機の内壁またはフレームとの間で占領するスペ
ースが最小となるようにしている。支持ダクト２６は、収納ビンの望む形状に合わせて望
む形状に成型できる。複数の支持ダクト２６は、収納ビンをそれらの間に保持するように
突出部５６を含む。
【００３３】
　本発明のさらに別の実施例では、支持ダクトは、収納ビンの一部として機能する実質的
に連続的支持面を含み、完全に独立したタイプの収納ビンの必要性を軽減する。特殊な実
施例では、支持ダクトは、収納ビンの後部、底部、上部および側部を有する。さらに別な
実施例では、支持ダクトは、収納ビンの内部にアクセスさせるドアあるいは他の構造物部
分を除いて、収納ビンを一体的に形成することができる。アウトレット３２は、表面プレ
ート４０で覆われ、アウトレット３２を覆って空気流を拡散させる。
【００３４】
　図３から図６にかけて、それぞれの収納ビンが外されている状態の支持ダクト２６を示
す。隣接する支持ダクト２６同士が協調的に収納ビンの支持構造体を提供している。この
うち、図３に示されている隣接する一対の支持ダクト２６はブラケット４２で相互接続さ
れる。ブラケット４２は収納ビンを支持ダクトに保持させておく役割と、裏側の空調構造
を覆う化粧表材４６の役割を果たす。ブラケット４２は、このシステムを航空機内壁ある
いは航空機フレームに固定する固定具４４を含む。固定具４４は、ブラケット４２の取付
箇所から航空機キャビンの内壁または航空機フレームにまで延びる十分な長さを有する。
別な実施例では、固定具４４は、支持ダクト２６に直接的に取り付けられる。
【００３５】
　特に図６では、通常の取付箇所４８が使用されて収納ビンとブラケット４２の両方を支
持ダクト２６に取り付けている。このシステムは、支持ダクトを内壁に固定し、及び／又
はそこから離してその状態を維持するためにアウトレットのブラケット５０をさらに含む
。
【００３６】
　インレット３０またはネック３４は、好適には、隣接する収納ビン同士の接合部に配置
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される。そして前述のように隣接するアウトレット３２は、支持を提供するために収納ビ
ンを架け渡す大きさである。
【００３７】
　図５で示すインレット３０は、収納ビンの収納力を増強させるために利用可能なスペー
スの利用を最大化するように収納ビンと平行状態で整合された軸を有する。一方、空調シ
ステムが収納ビンを支持していない従来構造のシステムは、インレットを収納ビンの中央
部付近に配置する。よって収納ビンの背後に大きなスペースを必要としている。本発明の
収納ビン接合部に対する支持ダクト２６の位置は、収納ビンにさらに増強された支持力を
提供する。なぜなら収納ビンは、収納ビンの各端部に位置する隣接ダクトによって協調的
に支持されているからである。
【００３８】
　図７では、内部スペース５４を提供し、本発明の空調支持システムと共に使用される収
納ビン２４が示されている。
【００３９】
　図８は、内部スペース１１０を有し、従来システムと共に使用される従来の収納ビンを
示す。本発明の収納ビン２４は、本発明の空調支持システムのおかげでさらにおおきな内
部スペースを確保できる。
【００４０】
　前述の実施例は、あくまでも本発明の例としての空調と収納ビンとの合体システムを解
説するものである。本発明は、その好適実施例を利用して説明したが、他の実施形態であ
っても同様に作用し、及び／又は同様の結果を達成できるであろう。そのような実施形態
は、本発明の精神とスコープの範囲内であり、本発明のスコープは、明細書の「請求の範
囲」において定義されるものである。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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